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エイジングとパーソナル・ネットワーク
―友人関係機能を中心に―
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Naoko Maeda 

Summary

  In this paper, the effect of aging on the function of friendships is explored. A 

theoretical framework of aging and friendship function is proposed. In addition, a 

cross-sectional survey data is preliminarilly analyzed. Finally, hypotheses to be 

tested by longitudinal survey data hereafter are proposed.
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１．問題設定

　エイジング（＝老化）によるパーソナル・ネットワーク１)の変化を捉えることは、社会老

年学の主要な研究テーマの一つである。しかしながら、これまでのわが国の研究成果をふり

返ると、このテーマについての実証研究の蓄積がすすんでいるとはいいがたい。その理由と

しては以下の２点が挙げられる。

　第１には、独立変数であるエイジング自体が多数の要素の経過的変化を包む複合的な現象

であるため、エイジングによるパーソナル・ネットワークの変化を捉えるには、エイジング

を要素分解した理論枠組が必要である。しかし、いまだそのような理論枠組が整備されてい

ないため、実証研究において加齢にともなうパーソナル・ネットワークの変化がみられても、

そのような変化をもたらす真の要因を特定できない。第２には、エイジングによるパーソナ

ル・ネットワークの変化を統計的に分析するには大規模な時系列的データが必要であるが、

そのようなデータを収集するには非常に多くの費用と労力と年月を要する。

　しかし、最近では、超高齢社会の到来を控え、高齢者研究のための基礎的データを蓄積す

る必要性が社会的に認知されるようになり、わが国でもようやく、中高年を対象とした大規

模な時系列データの収集が始められている。それに伴い、エイジングによるパーソナル・

ネットワークの変化を説明する理論的枠組の整備が喫緊の課題となっている。このような状



前　田　尚　子

７０

況をふまえ、本稿では、エイジングとパーソナル・ネットワークの変化を説明する理論枠組

を検討する。すなわち、エイジングという複雑な現象を理論的に要素分解し、それがパーソ

ナル・ネットワークにもたらす変化を分析する枠組を設定するのである。そして、その枠組

に準拠して横断的データの探索的分析を行い、今後、時系列データによって検証されるべき

仮説を提示することにしたい。

　ところで、従属変数であるパーソナル・ネットワークは、家族、親族、友人、近隣、同僚

などの関係カテゴリーによって構成されているが、本稿では友人関係をとりあげる。周知の

ように、これまでのエイジングとパーソナル・ネットワークの研究では、家族・親族関係を

中心としてきた（前田１９９９a）。これに対し、本稿では、あえて友人関係に注目する。これは、

家族・親族関係の重要性を認めないからではない。逆に、家族・親族関係は、近年そのゆら

ぎが指摘されているものの、それでもなお、制度的な拘束力、情緒的な結合力いずれをとっ

てもきわめて高い関係であり、それゆえに、エイジングによる変化を比較的受けにくい。そ

れに対し、友人関係は、パーソナル・ネットワークを構成する関係カテゴリーのなかでもっ

とも選択性が高い関係であり、それゆえに、エイジングによる変化があらわれやすいと考え

るからである。

　また、パーソナル・ネットワークの特性を捉える次元としては構造特性（規模、密度、多

重性など）と機能特性があるが、本稿では、後者に焦点を絞ることにし、前者については別

稿にゆずることにしたい。したがって、以下では、エイジングによる友人関係の機能の変化

を中心として、議論をすすめていくことになる。

２．エイジングとはなにか

　エイジングという複雑な現象は、これまでどのように概念化されてきたであろうか。わが

国における社会老年学研究の第１人者である、副田義也と直井道子による定義を確認するこ

とからはじめよう。まず、直井によれば、エイジングは「『歳をとること』ならびにそれにと

もなって生じる変化」である。そして、この意味でのエイジングは、生まれてから死ぬまで

のすべての『歳をとる』過程を表現するのに便利な言葉であるが、「主要な焦点は成人以後の

過程にある」（直井２００１）という。これにしたがえば、エイジングによるパーソナル・ネット

ワークの変化とは、おもに成人以後において、「歳をとること」ならびにそれにともなって生

じる変化によるパーソナル・ネットワークの変化を意味する。

　それでは、「歳をとること」ならびにそれに伴って生じる変化とは、いかなるものであろう

か。この点については副田の見解が参考になる。副田は、「老年とは何か」という問いに対し

て以下のように答えているが、その内容は、「『歳をとること』ならびにそれに伴って生じる

変化」の特質を端的に表現していると思われる。

　副田は、老年夫妻の生活の詳細なケーススタディから、生活と意識において、さまざまな
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要素が時間の経過につれて変化してきたことを見出し、老年とは、微視的には、過程的であ

り、多元的であると指摘した。すなわち、さまざまな要素が、時間の経過とともに、次第に

出現するのである。さらに副田は、そのような要素を５つの群に区別している。Ⅰ群は暦年

齢での高齢化にともなう心身の諸能力の衰退傾向、Ⅱ群は職業からの引退とこれに直接に起

因する地位、役割、社会関係の諸変化、Ⅲ群は疾病の発生や欲望の衰退とこれが人間関係に

もたらす影響、Ⅳ群は地域社会や親族ネットワークのなかで老人、祖父母として扱われるこ

と、Ⅴ群は老いつつあるもの、老いたものとしてのセルフ・イメージである（副田１９８１）。こ

のうち、Ⅱ群、Ⅲ群にはパーソナル・ネットワーク自体の変化も含まれている。われわれの

目的はエイジングがパーソナル・ネットワークに及ぼす影響の追求であるため、エイジング

とパーソナル・ネットワークの変化を概念上切り離しておく必要がある。そのような視点か

ら副田が提示した５つの要素を再構成するならば、Ⅰ群は心身の諸能力の衰退傾向、Ⅱ群は

職業役割の喪失、Ⅲ群は疾病の発生や欲望の衰退、Ⅳ群は地域社会や親族ネットワークにお

ける役割の変化、Ⅴ群はセルフ・イメージの変化とまとめることができよう。

３．エイジングと友人関係の機能

　これまでの議論をふまえると、エイジングとは、成人期以後において、暦年齢の高齢化と

ともに生じる過程的で多元的な変化である。それでは、エイジングはどのようなプロセスを

経て友人関係の機能に影響をおよぼすのであろうか。以下では多元的および過程的というエ

イジングの特徴を押さえながら、エイジングと友人関係機能の関係を検討していこう。

３．１　エイジングの特徴１：多元的

　副田はエイジングの構成する多元的な要素として先に示したⅠからⅤ群を提示しているが、

これらのうち、Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群は、従来の実証研究において、年齢による友人関係の差異

を説明する要因としてしばしば言及されてきたものである。たとえば、野邊は、高齢女性の

パーソナル・ネットワークの規模が年齢とともに縮小しているのは、加齢に伴う身体的能力

低下の結果であると解釈している（野邊 １９９９)。副田によるⅠ群からⅤ群までの要因は、友人

関係に対するニーズを規定するとともに、友人関係の選択にかかわる機会－制約条件を規定

することを通じて、友人関係の機能に影響を及ぼすと考えられる２)。

３．２　エイジングの特徴２：過程的

　第２の「過程的」という特徴については、副田は、エイジングの諸要素は時間の経過とと

もに段階的に変化すると述べるにとどまっており、それがパーソナル・ネットワークの変化

とどのようにかかわっているかまでは踏み込んでいない。これを補うものとして、エイジン

グが時間の経過を包含していることに着目した、カーンとアントヌッチによるコンボイ・モ
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デルをとりあげよう。

カーンとアントヌッチのコンボイ・モデル

　カーンとアントヌッチは、個人は一生を通じて、一群の人々と社会的支援を交換しながら

人生航路を進んでいくと考えており、このようなライフコースを通じた動的な支援ネット

ワークをコンボイと名づけている（Kahn and Antonucci １９８１）。コンボイ・モデルは、エイジ

ングとパーソナル・ネットワークに関するもっとも包括的な理論枠組と評されているが、エ

イジングを構成する多元的な要素についてはやや羅列的に提示されているきらいがあり、そ

の点については十分に体系化された枠組であるとはいえない。しかし、エイジングの「過程

的」という特質が時間の経過を通じてパーソナル・ネットワークに影響を及ぼすと考えてい

る点が注目される。

　このモデルにおける時間の経過の位置づけが比較的具体的に示されているのは、アント

ヌッチとアキヤマの１９８７年の論文である（Antonucci and Akiyama １９８７）。この論文では、横断

的データを用いてモデルの予備的考察を行っており、エイジングがパーソナル・ネットワー

クの構造と機能におよぼす変化について、以下の仮説が検討されている。

�　高齢になるほど、ネットワーク成員の死亡を多く経験するため、ネットワークの規模

は小さくなる。

�　高齢になるほど、ネットワーク成員との関係継続期間が長い。

�　高齢になるほど、より多くの支援が必要になるため、同程度あるいはより少ないネッ

トワーク成員から多くの支援を受ける。あるいは、より多くのネットワーク成員から支

援を受ける。

�　高齢になるほど、より多くの支援が必要になるため、男性よりも支援的である女性が

ネットワークに占める比率が高くなる。

�　高齢になるほど地理的移動性が低下するため、ネットワーク成員が近くに居住し、頻

繁に接触している。

　これらの仮説に含まれているエイジングの構成要素を、副田のそれと比較してみると、�

��は、いずれも個人レベルでの心身の衰退に着目しており、副田のⅠ群・Ⅲ群に相当する

要素である。それに対し、��は、エイジングに含まれる時間の要素に着目している点、個

人ではなく関係レベルの変化を取り上げている点がユニークである。さらに、アントヌッチ

らは、ともに生きてきた過去の時間の長さが関係におよぼす影響にも言及しており、時間の

経過とともに特殊な経験を分かち合うなかで、関係の質が変化すると示唆している。

　アントヌッチらは、エイジングと関係の継続期間についての上記の仮説を、アメリカ合衆

国全国を代表する５０歳以上のサンプルからなるデータによって検証している。年齢による横

断分析の結果は、高齢者ほどパーソナル・ネットワークの成員と長期的に関わっていること
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を示していた。しかし、長期的関与が関係の質にどのような影響を及ぼしているかという点

まで踏み込んだ分析は行っていない。

アランの友人関係研究：時間の経過と友人関係の機能

　コンボイ・モデルでは、時間の経過による関係の質的変化の可能性を示唆したものの、時

間の経過が具体的にどのような変化をもたらすのかという点については理論的にも経験的に

も踏み込んだ検討を行わなかった。この点を補うものとして、アランの友人関係研究をとり

あげよう（Allan、１９８９）。

　アランは、高齢期の友人関係の特質として、関係が長期にわたっていることに注目する。

そして、長期にわたる友人関係は、個人にとって特別な機能をもつと考える。彼によれば、

長期にわたる友人関係は、時の試練に耐えてきたため、新しい友人関係には欠落している個

人史を持っている。それゆえに、長期にわたる友人は、互いの経験を確認し、その個性の意

義を認め合うことによって、高齢になっても意味と連続性を提供してくれる。つまり、長期

にわたる友人関係はアイデンティティの感覚を提供するという、固有の機能をもつと考えて

いるのである。

４．分析枠組

　さて、エイジングの多元的・経過的という特質とパーソナル・ネットワークの変化との関

連についてのこれまでの議論を踏まえ、エイジングと友人関係の機能を捉える分析枠組みを

次のように設定することにしたい。

　図１に示したように、暦年齢の高齢化は、いくつかの媒介変数を経て、友人関係の機能に

影響を及ぼす。媒介変数の第１は、個人レベルの変化であり、これは身体的能力の変化、社

会的役割の変化、心理的特性の変化に分類される。副田の老年概念から抽出したエイジング

の構成要素のうち、Ⅰ群に含まれていた身体的能力の衰退ならびにⅢ群の疾病の発生は、こ

の枠組では「身体的能力の変化」に分類される。副田によるⅡ群の職業役割の喪失とⅣ群の

地域社会や親族ネットワークにおける役割変化は、この枠組では「社会的役割の変化」に分

類される。副田によるⅤ群のセルフ・イメージの変化、Ⅲ群の欲望の衰退、そしてⅠ群に含

まれていた心理的能力の衰退は、この枠組みではそれぞれ「心理的特性の変化」に分類され

る。これらの個人レベルの変化は、友人関係に対するニーズと、友人関係の形成・維持にか

かわる機会－制約条件の変化をもたらし、その結果として友人関係の機能に変化が生じる。

　媒介変数の第２は、関係レベルでの変化である。これは、暦年齢の高齢化に含まれる時間

の経過がもたらす友人関係の質的な変化である。友人関係は、時間の経過とともに性質を変

化させていき、長期にわたる友人関係はアイデンティティの感覚を提供するというアランの

仮説にもとづく媒介変数である。
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　媒介変数の第３は、エイジングによる家族・親族関係機能の変化である。家族・親族関係

と友人関係には機能的連関があると考えられるため、エイジングが友人関係の機能に直接及

ぼす効果のみならず、家族・親族関係の機能の変化を経由して間接的に及ぼす効果も考慮し

て分析を行う。

　以下では、この枠組に基づいて横断的データを分析し、今後時系列データによって検証す

べき仮説を提示することにしたい。

５　データと変数

５．１　データ

　２００１年５月中に岐阜市在住の１９３１年から１９６０年生まれ（２０００年１２月３１日現在で、４０歳から

６９歳）の男女を対象に、２段無作為抽出法によって１５００名を抽出した。同年８月中に郵送法

による質問紙調査を実施し、６１４票の回答を得た（回収率は４１％）３)。

　６１４名の対象者の年齢（２０００年１２月３１日現在の満年齢）は、平均値５５.７歳で、４０代２５.６％、

５０代３６.７％、６０代３７.７％である。性別は、男性４１.４％、女性５８.６％。回答者の８８.０％が有配偶で

ある。学歴は大卒１９.２％、短大・高専卒１２.８％、高卒４７.０％、中卒２１.０％と、高卒と中卒の比

率が高い。世帯年収は、５００万円未満４０.５％、５００万円以上９００万円未満が３０.５％、９００万円以上

が２８.９％である。職業は、専門・管理・技術２０.０％、販売・事務２５.１％、生産・現業５.９％、事

業主１４.４.％、無職２９.５％である。

５．２　変数

５．２．１　年齢と友人関係の機能を媒介する変数

図１　分析枠組
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　媒介変数１：個人レベルのエイジングの要素として、身体的能力と社会的役割をとりあげ

た。身体的能力の指標は健康状態、社会的役割の指標は、職業役割に関する２変数（職業の

有無、職業にかかわるストレスの有無）と家族役割に関する２変数（子どもに関するストレ

スの有無、配偶者の有無）である。

　媒介変数２：友人関係の関与期間の指標は、友人との交際期間である。調査対象者に、家

族・親族以外の友人のなかから、１番目と２番目に親しい友人を挙げてもらい、それぞれの

友人と知り合ってからの年数をたずね、その回答を実数のまま用いる。

　媒介変数３：家族・親族関係の機能の指標としては、別居している子どもからのサポート

をとりあげた。上述の２人の親しい友人に関する質問に続いて、調査対象者に、以下の６つ

のサポート項目を提示し、「あなたは、つぎのような場合、同居のご家族以外でおもにどなた

に頼んだり相談したりなさいますか。想定でも結構です」と訊ねた。サポート項目は、実用

的サポートとして「引越しや冠婚葬祭など人手が必要なときに手伝いを頼む」と「家族が入

院したときに買い物や送迎などの手伝いを頼む」、情報的サポートとして「医療や福祉につい

て知りたいときに相談する」と「あなたや家族の就職あるいは転職について相談する」、情緒

的サポートとして「個人的な悩み事を相談する」と「気楽におしゃべりや気晴らしをする」

を採用した。そして、「別居している親」「別居している子ども」「それ以外の親族」「友人」

「仕事関係の人」「近所の人」「専門的なサービス」「いない」の８つの選択肢を示し、あては

まるものを全て選んでもらった。そして、６つのサポート項目について、回答者が「別居し

ている子ども」を選択した項目数を合計し、別居子からのサポート得点とした。この得点が

高いほど、回答者は多くの種類のサポートを別居子から入手できると考えていることを示す。

５．２．２　友人関係機能の変数

　従属変数である友人関係の機能を測定するために、調査対象者があげた、１番目と２番目

に親しい友人関係のそれぞれについて「この友人関係を一言で言い表すとどのような関係で

すか」と訊ね、「気楽なおしゃべりを楽しむ関係」「趣味や娯楽を一緒に楽しむ関係」「心配事

や悩みを聞きあう関係」「助言やアドバイスをしあう関係」「仕事や生活などの実用的な面で

助け合う関係」「互いに能力や努力を認め合う関係」「互いに精神的に支えあう関係」という

７つの選択肢のなかから、あてはまるもの全てを選んでもらった。そして、７つの選択肢そ

れぞれについてあてはまるかどうかというダミー変数を設定した。

５．２．３　統制変数：コーホート変数

　そのほかに、横断的データの分析であることを考慮して、コーホート効果をとらえるため

の指標として教育年数（実数）と家族意識を統制変数として採用した４)。現在の中高年は、出

生コーホートによって家族意識と学歴に少なからぬ差異があり、それが友人関係に影響を及
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ぼしている可能性があると考えたからである。

５．３　分析手順

　加齢はどのような媒介変数を通じて友人関係の機能に影響を及ぼしているかを探索するた

めに、図２に示した順序で分析を行う。第１に、年齢と友人関係機能の単純相関分析を行い、

年齢によって差がみられる友人関係の機能を特定する。第２に、年齢と媒介変数・コーホー

ト変数の単純相関分析を行い、年齢によって差がみられる媒介変数・コーホート変数を特定

する。第３に、第２の分析において年齢と有意な相関関係があった媒介変数・コーホート変

数と、第１の分析において年齢と有意な相関関係にあった友人関係機能との単純相関分析を

行う。さらに、第３の分析において友人機能と有意な相関があった媒介変数・コーホート変

数を独立変数とし、各友人関係機能の有無を従属変数とするロジスティック回帰分析を行う。

以上の分析を通じて、年齢の違いが、媒介変数を通じて、友人関係の機能の差異を生み出す

プロセスを探索する。なお、友人関係の機能には性差があることが先行研究から明らかと

なっているため（Booth １９７２,Powers and Bultena １９７６）、これらの分析はすべて男女別に行

う５)。

　分析には、回答者個人のデータ・ファイル（N=６１４。以下では個人単位データ・ファイル

と呼ぶ。）と、回答者が挙げた２人の親しい友人との関係を単位とするデータ・ファイル

（N=１１５７。以下では関係単位データ・ファイルと呼ぶ）の２つのファイルを用いる。

                         

６．結果

６．１　年齢と友人関係の機能（第１の分析）

　関係データ・ファイルを用いて、年齢と友人関係機能との単純相関分析をおこなった結果

は表１にまとめられている。年齢と友人関係の機能の関連は男女でまったく異なっている。

男性では、「おしゃべりを楽しむ」と「精神的に支えあう」が年齢と有意な正の相関関係にあ

り、年齢が高いと、「おしゃべりを楽しむ」と「精神的に支えあう」が増える。女性では、

図２　分析の手順
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「心配事や悩みを聞きあう」と「助言やアドバイスをしあう」が年齢と負の相関関係にあり、

年齢が高いと、「心配事や悩みを聞きあう」と「助言やアドバイスをしあう」が低下する。こ

れらの年齢による差は、いくつかの媒介変数を経た複合的な帰結として生じていると考えら

れる。さらに、横断的分析であるため、コーホート差が含まれている可能性もある。以下で

は、このような年齢の効果を生み出すプロセスを探索していくことにしよう。

                  

 

 　

６．２　年齢と媒介変数・コーホート変数（第２の分析）

　年齢が友人関係の機能に影響を及ぼすプロセスを分析するためにまず、年齢と媒介変数お

よびコーホート変数の単純相関を分析する。その結果は、表２にまとめられている。以下で

は、変数ごとに詳しくみていくことにしよう。

６．２．１　年齢と媒介変数１：身体的能力・社会的役割

　はじめに、年齢と身体的能力・社会的役割との単純相関関係分析の結果をみると、身体的

能力の指標である健康状態については、回答者の年齢が比較的若いためか、有意な相関はな

かった。社会的役割については、職業役割に関する指標である職業の有無および職業にかか

わるストレスの有無をみると、いずれも、男女とも、年齢と負の相関関係があり、年齢が高

いと、有職のものおよび職業にかかわるストレスのあるものが少なくなっている。家族役割

についての指標をみると、子どもに関するストレスの有無は、女性のみに年齢との負の相関

があり、年齢が高いと子どもに関するストレスのあるものが少なくなる。配偶者の有無も同

様に、女性のみ年齢と負の相関があり、年齢が高いと有配偶者が少なくなる。全体として、

年齢に伴う社会的役割の変化は、女性の方が顕著である。

女性  男性
友人関係の機能

N 相関係数N 相関係数

６９０－０.０６１４６７　  ０.０９２*気楽なおしゃべりを楽しむ関係

６９０   ０.０４０４６７　 ０.０１５ 趣味や娯楽を一緒に楽しむ関係

６９０   －０.１８４** ４６７－０.０６０心配事や悩みを聞きあう関係

６９０   －０.１４９** ４６７－０.０４５助言やアドバイスをしあう関係 

６９０－０.０５６４６７－０.０２１仕事や生活など実用的な面で助け合う関係

６９０－０.０３６４６７－０.０２９互いに能力や努力を認め合う関係  

６９０－０.００１４６７　　０.１１５**互いに精神的に支えあう関係 

 **：p<０.０１　*:p<０.０５
※すべて関係単位データ・ファイルを使用。

表１　年齢と友人関係機能の単純相関分析結果
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６．２．２　年齢と媒介変数２：友人関係の関与期間

　年齢と友人関係の関与期間の単純相関分析を行ったところ、男女とも正の相関関係があり、

年齢が高いと友人関係の関与期間が長くなっていた。

６．２．３　年齢と媒介変数３：家族・親族関係機能

　年齢と別居子からのサポートの単純相関関係を分析したところ、男女ともに正の相関関係

があり、年齢が高いと別居子から多くのサポートを得ていた。

６．２．４　年齢とコーホート変数

　最後に、コーホート変数である伝統的家族意識および教育年数と年齢との単純相関分析を

行った。伝統的家族意識については、女性のみに正の相関があらわれ、年齢が高いと伝統的

家族意識が強いことが明らかとなった。教育年数については、男女ともに年齢と有意な負の

相関があり、年齢が高いと教育年数が短くなっている。

 **：p<０.０１　*:p<０.０５
※交際年数を含む分析のみ関係単位データ・ファイルを使用。それ以外はすべて個人単
　位データ・ファイルを使用。

女性  男性
媒介変数・コーホート変数

N 相関係数N 相関係数

媒介変数１ 

３５６０.０５２２５３０.０３５　健康状態（良い→悪い）

３４６－０.３２４**２４８ー０.４１５**　職業の有無（無職→有職）

３４７－０.２３９**２４１－０.４２０**　仕事ストレス（なし→あり）

３４７－０.２８８**２４１－０.０８１   　子どもに関するストレス（なし→あり）

３５５－０.２３６**２５３０.００８　配偶者の有無（なし→あり）

媒介変数２

６８８０.３７０**４６７０.３５９**　交際年数（短い→長い）

媒介変数３

２８３０.５１１**２１１０.５１９**　別居子からのサポート（少ない→多い）

コーホート変数

３５２０.２１３**２５００.００７　伝統的家族意識（弱い→強い）

３５０－０.３３０**２５０－０.３８７**　教育年数（短い→長い）

表２　年齢と媒介変数・コーホート変数の単純相関分析結果
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６．３　媒介変数・コーホート変数と友人関係機能（第３の分析）

　つづいて、６.１の分析において年齢と有意な関連があった友人関係機能と、６.２の分析におい

て年齢と有意な関連があった媒介変数・コーホート変数をとりあげ、媒介変数・コーホート

変数と友人関係機能との単純相関分析を行った。結果は表３（男性）と表４（女性）にまと

められている。以下では、男女別に詳しくみていくことにしよう。

男性

　さきにみたように、男性の場合、年齢と有意な相関があった友人関係機能は、「おしゃべり

を楽しむ」と「精神的に支えあう」であった（表１）。「おしゃべりを楽しむ」については、

年齢と有意な相関のあった媒介変数・コーホート変数のうち、交際年数と教育年数とに有意

な相関がみられた（表３）。交際年数が長いほど、そして教育年数が短いほど、友人関係は

「おしゃべりを楽しむ」という機能を果たしている。つまり、男性の場合、年齢が高いほど、

友人との交際期間が長く、教育年数が短く、その結果として、友人関係において「おしゃべ

りを楽しむ」という機能が多くあらわれているのである。これら２つの変数を独立変数とし、

友人関係における「おしゃべりを楽しむ」の有無を従属変数として、ロジスティック回帰分

析を行った結果は表５左欄のようである６）。コーホート変数である教育年数を統制しても、

友人との交際年数の効果は危険率５％で有意であった７）。

　つぎに、「精神的に支えあう」については、職業の有無、仕事ストレスの有無、交際年数、

教育年数と相関していた（表３）。無職のもの、仕事ストレスのないもの、交際年数の長いも

の、教育年数の短いものの友人関係は、そうでないものよりも、「精神的に支えあう」という

機能を果たしている。年齢との関連をたどれば、年齢が高いと、無職のものが多く、仕事ス

トレスのないものが多く、友人との交際年数が長く、教育期間が短く、その結果として、友

人関係が「精神的に支えあう」という機能を果たすようになるのである。このうち、仕事ス

トレスの有無、交際年数および教育年数を独立変数とし、友人関係における「精神的に支え

あう」の有無を従属変数として、ロジスティック回帰分析を行ったところ８）、表５中欄のよ

うに交際年数と仕事ストレスの有無は、それぞれ危険率１％水準と５％水準で有意な効果を

示していた９）。

女性

　女性の場合、年齢と有意な相関があった友人関係機能は、「心配事や悩みを聞きあう」と

「助言やアドバイスをしあう」であった（表１）。年齢と相関している媒介変数・コーホート

変数のうち、「心配事や悩みを聞きあう」と有意な相関があったのは伝統的家族意識と教育年

数であるが、これらはいずれもコーホート変数である（表４）。すなわち、どの媒介変数も

「心配事や悩みを聞きあう」に有意な規定力をもっていなかったのである。
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　「助言やアドバイスをしあう」については、職業の有無、子どもに関するストレスの有無、

教育年数とのあいだに有意な相関があった（表４）。有職のもの、子どもに関するストレスの

あるもの、教育年数の長いものの友人関係は、そうでないものよりも、「助言やアドバイスを

しあう」という機能を果たしている。年齢との関連をたどれば、年齢が高いと、有職のもの

が少なく、子どもに関するストレスのあるものが少なく、教育期間が短く、その結果として、

友人関係が「助言やアドバイスをしあう」という機能を果たさなくなるのである。これらの

３変数を独立変数とし、友人関係における「助言やアドバイスをしあう」の有無を従属変数

として、ロジスティック回帰分析を行った結果は表５右欄のようである１０）。コーホート変数

である教育変数を統制してもなお、子どもに関するストレスの有無と職業の有無の効果は、

それぞれ危険率５ %水準で有意であった。子どもに関するストレスがあると、そして職業を

もっていると、友人関係において「助言やアドバイスをしあう」がより多くなっている１１）。

 **：p<０.０１　*:p<０.０５
※関係単位データ・ファイルを使用。

互いに精神的に支
え合う

気楽なおしゃべり
を楽しむ

友人関係の機能

媒介変数・コーホート変数 N 相関係数N 相関係数

媒介変数１ 

４５８－０.１３６**２５８０.００４　職業の有無（無職→有職）

４６４－０.１４４**４６４０.０４５　仕事ストレス（なし→あり）

媒介変数２

４６０　０.１７５**２６０  ０.１０４*　交際年数（短い→長い）

媒介変数３

４０４０.０６２４０４０.０７２　別居子からのサポート（少ない→多い）

コーホート変数

４６１－０.０９２* ４６１－０.１３２**　教育年数（短い→長い）

表３　媒介変数・コーホート変数と友人関係機能の単純相関分析結果（男性）
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 **：p<０.０１　*:p<０.０５
※すべて関係単位データ・ファイルを使用。

助言やアドバイス
をしあう

心配事や悩みを聞
きあう

友人関係の機能

媒介変数・コーホート変数 N 相関係数N 相関係数

媒介変数１ 

６６２ ０.０７９*６６２ ０.０５７　職業の有無（無職→有職）

６７９ ０.０５０６７９ ０.０５０　仕事ストレス（なし→あり）

６７９ ０.１０５**６７９ ０.０６７　子どもストレス（なし→あり）

６８０-０.０１１６８０ ０.００５　配偶者の有無（なし→あり）

媒介変数２

６８１-０.０４３６８１ ０.０５０　交際年数（短い→長い）

媒介変数３

 ５５４-０.０８３５５４-０.０６９　別居子からのサポート（少ない→多い）

コーホート変数

６７６-０.０６７６７６-０.１１０**　伝統的家族意識（弱い→強い）

６７０ ０.１２６**６７０ ０.０８７*　教育年数（短い→長い）

表４　媒介変数・コーホート変数と友人関係機能の単純相関分析結果（女性）

 **：p<０.０１　*:p<０.０５
※すべて関係単位データ・ファイルを使用。

女　性男　性従属変数

独立変数

助言やアド
バイスをし
あう

精神的に支えあ
う

おしゃべりを楽
しむ

－０.３３５*――　職業の有無（無職→有職）

―－０.５９２*―　仕事ストレス（なし→あり）

０.３５２*――　子どもストレス（なし→あり）

―０.０２９**０.０１５*　交際期間（短い→長い）

０.１１７**－０.０３４-０.０９９*　教育年数（短い→長い）

－１.４０８－１.４２４*０.６９２定数

１８.３８３**２１.２２２**１３.４６８**モデルのカイ自乗値

３３２自由度

   表５　ロジスティック回帰分析の結果（数値は回帰係数）
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７．考　　察

　これまでの分析結果をまとめよう。

１．エイジングによる友人関係機能の変化のパターンは、男女で著しく異なっている。

２．男性の場合、年齢差がみられた友人関係の機能は、「おしゃべりを楽しむ」と「精神的に

支えあう」であり、どちらも高齢層ほど多くなっていた。これらの機能の年齢差を生み出す

プロセスを探索した結果、「おしゃべりを楽しむ」については、加齢にともなう友人との交際

年数の長期化が媒介要因となっていた。また、「精神的に支えあう」についても同様に、加齢

にともなう交際年数の長期化が媒介要因となっていた。そのほかに、「精神的に支えあう」で

は、仕事ストレスの減少も媒介要因となっていた。加齢とともに仕事へのコミットメントが

弱まるとともに、友人との精神的なつながりが重視されていくと考えられる。

３．女性の場合は、年齢差があった機能は、「心配事や悩みを聞きあう」と「助言やアドバイ

スをしあう」のみであり、高齢層ほどこれらの機能は低下していた。これらの年齢差を生み

出すプロセスを探ったところ、エイジングの効果がみられたのは、「助言やアドバイスをしあ

う」のみであった。高齢になると、母親役割から解放されて子どもに関するストレスが少な

くなり、また、職業役割からも解放されて仕事に関する相談ごとがなくなり、その結果、友

人関係における相談機能は低下するのである。

４．男女ともに、年齢とともに別居子から多くのサポートを受けるようになるが、それは友

人関係の機能には影響を及ぼしていなかった。

　以上より、エイジングによる友人機能の変化のパターンとメカニズムには、性差があるこ

とが示唆された。男性はエイジングにより友人関係の機能を付け加えていくが、女性は機能

を縮小していく。そのような変化をもたらす主な要因は、男性の場合には交際期間の長期化

であったのに対し、女性の場合には社会的役割からの解放にともなうニーズの低下であった。

具体的には、男性の場合、年齢を重ねて、友人との交際期間が長期化するとともに、「おしゃ

べりを楽しむ」と「精神的に支えあう」の機能があらたに付け加えられていく。そのほかに、

仕事へのコミットメントの弱まりによっても、「精神的に支えあう」という機能が加えられて

いく。それに対し、女性の場合、エイジングは、もっぱら社会的役割からの解放によるニー

ズの低下を媒介として、友人関係の機能を縮小していく。具体的には、母親役割からの解放、

職業役割からの解放によるニーズの低下により、友人関係の「助言やアドバイスをしあう」

機能は潜在化していくのである。

　以上の性差は、男女の友人関係の意味づけの違いによって、少なくとも部分的には説明可

能である。先行研究では、親しい友人の意味づけには、生得的あるいは文化的な要因に基づ

く性差があると指摘されている（Vaux １９８５）。それにもとづけば、女性は自己開示性が高く、

表出的であるため、友人は情緒的に依存する相手である。ゆえに女性は、ライフステージと

ともに変化するさまざまな生活問題について友人に相談をもちかける。高齢期に向かって家
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族や仕事にかかわる生活問題が少なくなってくれば、それらについての相談を友人に求める

ことはなくなる。つまり、エイジングにともなう生活ストレスの減少が、そのまま友人関係

の機能に反映されるのである。

　それに対し、男性は生得的あるいは文化的要因により、自己開示に対して抑制的である。

ゆえに、友人は情緒的に依存しあう相手ではなく、手段的に協力し合ったり、趣味やスポー

ツをともに楽しんだりする相手である。したがって、こまごまとした生活問題の相談を友人

にもちかけることはあまりない。ゆえに、高齢期に向かって主たる役割から解放され、生活

ストレスが低下しても、それとともに相談機能が大きく低下することはない。むしろ、年齢

を重ね、友人との交際期間が長くなっていくとともに、友人間で自己開示がなされるように

なり、親しい友人が「精神的な支え」や「おしゃべりを楽しむ」といった情緒的機能を果た

すようになっていくと考えられる。さらに、仕事へのコミットメントの低下もまた、友人関

係の情緒的機能へのシフトを促進すると考えられる。

　生得的あるいは文化的要因にもとづく親しい友人関係の意味づけの性差は、エイジングが

友人関係機能に及ぼす効果において、以上のようなパターンとメカニズムの性差をもたらし

ていると考えられる。ただし、これらの知見は横断的なデータに基づく予備的な分析にもと

づくものであり、今後はここで提示された仮説を時系列データによって検証していくことが

必要である１２）。

注

１）社会的ネットワークのうち、個人を中心としたネットワークは personal networkあるい

は ego-centric networkと呼ばれる。

２）ネットワーク選択の機会－制約条件については、前田１９９９ｂに示した「機会－制約モデ

ル」を参照されたい。

３）郵送調査であるため、欠損値を多く含んでおり、個々の分析に利用可能な有効票数はさ

らに少なくなる。

４）家族意識の指標として、「親の面倒をみるのは長男の義務である」という意見について同

意するかどうかをたずね、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそ

う思わない」「そう思わない」の４件法で回答をもとめ、同意するものほど、伝統的な家族

意識を持っているとした。

５）以上の相関分析では年齢と他の変数の間の線形関係を前提としているが、それと並行し

て、年齢を５歳刻みのカテゴリカルな変数として他の変数との分散分析を行い、非線形の

関連がないかどうかも確認している。

６）独立変数である交際年数と教育年数の相関係数は-０.１２９（P<０.０１）。

７）ちなみに、この回帰分析に年齢を独立変数として加えると、年齢の効果はその他の変数
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の効果に吸収されるが、交際年数の効果は危険率１０%水準で残る。ただし、独立変数間（年

齢と教育年数・交際年数）に強い相関があり、多重共線性の問題をはらんでいるため、こ

の分析結果はあくまで参考資料にとどまる。

８）職業の有無と仕事ストレスの有無のあいだには強い相関があるため（相関係数は０.４２４ 　

P<０.０１）、多重共線性の発生を懸念して、仕事ストレスのみを独立変数に加えた。その他の

独立変数間の相関係数は以下のようである。仕事ストレスの有無と交際年数：-０.２４３

（P<０.０５）、仕事ストレスと教育年数： ０.２４３（P<０.０１）、交際年数と教育年数： -０.１２９（P<０.０１）。

９）ちなみに、この回帰分析に年齢を独立変数として加えると、年齢の効果はその他の変数

の効果に吸収されるが、交際年数と仕事ストレスの効果は、それぞれ危険率１ %水準と５

%水準で残る。ただし、独立変数間（年齢と教育年数・交際年数・仕事ストレス）に強い

相関があり、多重共線性の問題をはらんでいるため、この分析結果はあくまで参考資料に

とどまる。

１０）独立変数間の相関係数は以下のようである。職業の有無と子どもに関するストレスの有

無：-０.０４２（n.s.）、職業の有無と教育年数 : ０.０９２（P<０.０５）、子どもに関するストレスの有無

と教育年数 : -０.１２３（P<０.０５）。

１１）ちなみに、この回帰分析に年齢を独立変数として加えると、年齢の効果はその他の変数

の効果に吸収される。職業の有無の効果も低下し有意でなくなる（回帰係数は-０.２４６　

p<０.０２）が、子どもに関するストレスの効果は危険率５％水準で残る。ただし、独立変数

間（年齢と教育年数・子どもに関するストレスの有無・仕事の有無）に強い相関があり、

多重共線性の問題をはらんでいるため、この分析結果はあくまで参考資料にとどまる。

１２）本稿で使用したデータでは、心理的変数を含んでいないため、エイジングにともなう心

理的要因の変化と友人関係機能の関連を検討することができなかった。心理的変数の導入

も今後の課題である。
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